
政
令
第

号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
同
法
附
則
第
二
項
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
並
び
に
水

質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
八
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
妙
見
埼
灯
台
」
を
「
妙
見
埼
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
を
削
る
。

第
五
条
中
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
、
「
燐
」
を
「
窒
素
」
に
、
「
窒
素
」
を

り
ん

「
燐
」
に
改
め
る
。

り
ん



第
六
条
中
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
十
二
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
四
号
中
「
第
十
二
条
の
五
」
を
「
第
十
二
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
二
条
の
六
第
一
項
」
を

「
第
十
二
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
一
号
中
「
左
京
区
（
大
原
（
小
出
石
町
、
百
井
町
、
大
見
町
及
び
尾
越
町
に
限
る
。
）
及
び
久
多
に
限

る
。
）
、
同
市
伏
見
区
醍
醐
（
一
ノ
切
町
、
二
ノ
切
町
及
び
三
ノ
切
」
を
「
（
左
京
区
（
久
多
下
の
町
、
久
多
川
合
町
、
久

多
中
の
町
、
久
多
上
の
町
、
久
多
宮
の
町
、
大
原
小
出
石
町
、
大
原
百
井
町
、
大
原
大
見
町
及
び
大
原
尾
越
町
に
限

る
。
）
、
右
京
区
京
北
上
弓
削
町
八
丁
山
及
び
伏
見
区
（
醍
醐
一
ノ
切
町
、
醍
醐
二
ノ
切
町
及
び
醍
醐
三
ノ
切
に
限

る
。
）
」
に
改
め
、
「
宮
津
市
」
の
下
に
「
、
京
丹
後
市
、
南
丹
市
（
日
吉
町
（
胡
麻
、
上
胡
麻
及
び
畑
郷
に
限
る
。
）
及

び
美
山
町
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
、
北
桑
田
郡
京
北
町
大
字
上
弓
削
字
八
丁
山
、
同
郡
美
山
町
」
を
削
り
、
「
丹
波

町
、
同
郡
日
吉
町
（
字
胡
麻
、
字
上
胡
麻
及
び
字
畑
郷
に
限
る
。
）
、
同
郡
瑞
穂
町
、
同
郡
和
知
町
、
天
田
郡
、
加
佐

郡
、
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
「
、
中
郡
、
竹
野
郡
及
び
熊
野
郡
」
を
削
り
、
同
表
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。



二

兵
庫
県
の
区
域
の
う
ち
、
豊
岡
市
、
丹
波
篠
山
市
（
藤
坂
字
峠
、
栗
柄
（
字
杉
ケ
谷
、
字
定
年
、
字
ユ
リ
ノ
下
、
字

鳥
巣
谷
、
字
定
利
ノ
坪
、
字
ユ
リ
ノ
下
坪
、
字
深
田
ノ
坪
、
字
繁
近
坪
、
字
角
田
ノ
坪
、
字
御
嶽
大
林
及
び
字
籠
畠
坪

に
限
る
。
）
、
川
阪
、
本
郷
、
遠
方
及
び
桑
原
に
限
る
。
）
、
養
父
市
、
丹
波
市
（
氷
上
町
大
崎
、
氷
上
町
北
野
、
氷

上
町
石
生
（
字
足
洗
、
字
尾
張
、
字
水
長
、
字
堺
、
字
澤
、
字
寺
谷
前
、
字
桧
前
、
字
佃
、
字
保
根
通
、
字
梨
尾
田
、

字
北
石
丸
、
字
箱
根
田
、
字
志
金
田
、
字
芝
木
輪
、
字
大
谷
口
、
字
坂
本
、
字
猪
ノ
尾
、
字
唐
洲
、
字
竹
原
、
字
下
久

手
、
字
上
久
手
、
字
梅
ノ
木
薮
、
字
志
原
、
字
安
井
嘉
、
字
豊
畑
、
字
池
ノ
川
、
字
赤
畑
、
字
瀧
山
、
字
杉
ノ
本
、
字

中
道
、
字
立
石
、
字
向
山
、
字
宿
畑
、
字
前
田
及
び
字
瓜
渓
に
限
る
。
）
、
春
日
町
及
び
市
島
町
に
限
る
。
）
、
朝
来

市
（
生
野
町
口
銀
谷
（
字
七
丁
目
、
字
西
山
、
字
古
城
山
及
び
字
城
山
の
下
を
除
く
。
）
、
生
野
町
新
町
、
生
野
町
奥

銀
谷
、
生
野
町
小
野
、
生
野
町
竹
原
野
、
生
野
町
上
生
野
、
生
野
町
黒
川
、
生
野
町
猪
野
々
、
生
野
町
白
口
、
生
野
町

円
山
（
字
口
垣
内
、
字
下
垣
内
、
字
フ
ド
ノ
、
字
中
嶋
、
字
奥
垣
内
及
び
字
屋
敷
に
限
る
。
）
、
生
野
町
真
弓
、
生
野

町
川
尻
及
び
生
野
町
栃
原
を
除
く
。
）
及
び
美
方
郡
の
区
域

三

奈
良
県
の
区
域
の
う
ち
、
奈
良
市
（
月
ヶ
瀬
（
石
打
及
び
尾
山
に
限
る
。
）
、
都

南
之
庄
町
（
旧
字
堂
ヶ
平
、

旧
字
嵩
山
、
旧
字
嵩
原
、
旧
字
奥
の
谷
及
び
旧
字
ホ
タ
ガ
山
に
限
る
。
）
、
都

吐
山
町
、
都

こ
ぶ
し
が
丘
、
都



白
石
町
（
旧
字
池
の
谷
、
旧
字
ガ
ン
ダ
ニ
、
旧
字
カ
リ
谷
、
旧
字
混
谷
、
旧
字
シ
ブ
タ
ニ
、
旧
字
坊
谷
、
旧
字
タ
カ

ツ
カ
、
旧
字
畑
谷
、
旧
字
ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
旧
字
ト
ヒ
コ
エ
、
旧
字
カ
モ
リ
下
、
旧
字
カ
モ
リ
、
旧
字
カ
モ
リ
谷
、
旧
字

ス
リ
コ
バ
チ
、
旧
字
中
道
、
旧
字
野
々
神
、
旧
字
赤
坂
、
旧
字
カ
ジ
シ
、
旧
字
ク
ロ
サ
カ
、
旧
字
ゲ
ラ
サ
カ
、
旧
字
多

田
池
の
上
、
旧
字
サ
ウ
ト
キ
、
旧
字
長
尾
、
旧
字
上
田
、
旧
字
墓
ヶ
谷
、
旧
字
ギ
タ
ク
ヨ
、
旧
字
上
ハ
キ
、
旧
字
貝
那

木
及
び
旧
字
子
コ
石
に
限
る
。
）
及
び
小
倉
町
旧
字
イ
ズ
ミ
谷
に
限
る
。
）
、
五
條
市
大
塔
町
、
宇
陀
市
（
大
宇
陀

（
牧
、
栗
野
及
び
田
原
に
限
る
。
）
、
榛
原
（
柳
及
び
角
柄
に
限
る
。
）
及
び
室
生
下
笠
間
字
ダ
イ
バ
ン
ド
を
除

く
。
）
、
山
辺
郡
山
添
村
（
大
字
岩
屋
及
び
大
字
毛
原
に
限
る
。
）
、
宇
陀
郡
、
吉
野
郡
天
川
村
、
同
郡
野
迫
川
村
、

同
郡
十
津
川
村
、
同
郡
下
北
山
村
及
び
同
郡
上
北
山
村
の
区
域

別
表
第
一
第
五
号
及
び
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

広
島
県
の
区
域
の
う
ち
、
三
原
市
大
和
町
篠
、
府
中
市
上
下
町
（
上
下
、
深
江
、
二
森
、
小
堀
、
小
塚
及
び
有
福
に

限
る
。
）
、
三
次
市
、
庄
原
市
（
西
城
町
（
平
子
字
丑
之
河
及
び
三
坂
（
字
市
場
、
字
岩
祖
及
び
字
永
金
に
限
る
。
）

に
限
る
。
）
及
び
東
城
町
（
保
田
（
字
長
谷
及
び
字
白
滝
山
に
限
る
。
）
及
び
帝
釈
始
終
字
白
石
を
除
く
。
）
を
除

く
。
）
、
東
広
島
市
豊
栄
町
（
飯
田
及
び
吉
原
に
限
る
。
）
、
安
芸
高
田
市
（
八
千
代
町
（
上
根
（
字
市
裏
、
字
市
表



及
び
字
土
井
に
限
る
。
）
及
び
向
山
に
限
る
。
）
及
び
向
原
町
（
戸
島
（
字
割
石
、
字
八
東
戸
及
び
字
負
根
を
除

く
。
）
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
、
山
県
郡
北
広
島
町
（
後
有
田
、
有
田
、
古
保
利
、
石
井
谷
、
寺
原
、
春
木
、
今

田
、
有
間
、
舞
綱
、
中
山
、
川
戸
、
蔵
迫
、
惣
森
、
川
西
、
川
東
、
壬
生
、
川
井
、
丁
保
余
原
、
新
郷
、
南
方
（
字
上

畑
及
び
字
下
畑
を
除
く
。
）
、
木
次
、
本
地
、
新
氏
神
、
新
都
、
志
路
原
、
上
石
、
下
石
、
海
応
寺
、
高
野
字
大
谷
、

大
塚
、
大
朝
、
田
原
、
筏
津
、
新
庄
、
宮
迫
及
び
岩
戸
に
限
る
。
）
、
世
羅
郡
世
羅
町
（
大
字
別
迫
字
反
田
、
大
字
青

水
（
字
弁
城
を
除
く
。
）
、
大
字
黒
渕
、
大
字
津
口
（
字
野
原
を
除
く
。
）
、
大
字
戸
張
、
大
字
安
田
（
字
水
の
別
を

除
く
。
）
、
大
字
徳
市
、
大
字
小
国
、
大
字
黒
川
、
大
字
中
、
大
字
吉
原
、
大
字
上
津
田
、
大
字
下
津
田
、
大
字
長
田

及
び
大
字
山
中
福
田
に
限
る
。
）
及
び
神
石
郡
神
石
高
原
町
（
古
川
（
字
仁
後
及
び
字
間
谷
に
限
る
。
）
及
び
福
永

（
字
滝
合
及
び
字
見
後
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
の
区
域

六

山
口
県
の
区
域
の
う
ち
、
下
関
市
（
豊
田
町
（
大
字
杢
路
子
、
大
字
殿
居
、
大
字
佐
野
、
大
字
荒
木
、
大
字
一
ノ

俣
、
大
字
金
道
、
大
字
宇
内
、
大
字
八
道
、
大
字
鷹
子
及
び
大
字
浮
石
に
限
る
。
）
及
び
豊
北
町
（
大
字
神
田
上
、
大

字
神
田
（
神
田
特
牛
地
区
、
神
田
堀
越
地
区
、
神
田
鳴
滝
地
区
、
神
田
荒
田
地
区
及
び
神
田
大
川
地
区
に
限
る
。
）
、

大
字
北
宇
賀
（
北
宇
賀
上
畑
地
区
及
び
北
宇
賀
下
畑
地
区
を
除
く
。
）
及
び
大
字
矢
玉
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
、
山



口
市
（
阿
東
生
雲
東
分
、
阿
東
篠
目
、
阿
東
生
雲
西
分
、
阿
東
生
雲
中
、
阿
東
蔵
目
喜
、
阿
東
地
福
上
、
阿
東
地
福

下
、
阿
東
徳
佐
上
、
阿
東
徳
佐
中
、
阿
東
徳
佐
下
、
阿
東
嘉
年
上
及
び
阿
東
嘉
年
下
に
限
る
。
）
、
萩
市
、
長
門
市

（
渋
木
大
垰
区
及
び
俵
山
を
除
く
。
）
、
美
祢
市
美
東
町
赤
山
中
区
及
び
阿
武
郡
の
区
域

別
表
第
一
第
七
号
中
「
日
和
佐
町
」
を
「
美
波
町
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八

愛
媛
県
の
区
域
の
う
ち
、
宇
和
島
市
（
三
間
町
及
び
津
島
町
（
御
内
、
槇
川
及
び
下
畑
地
（
上
槙
上
及
び
上
槙
下
に

限
る
。
）
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
上
浮
穴
郡
、
喜
多
郡
内
子
町
中
川
、
北
宇
和
郡
及
び
南
宇
和
郡
愛
南
町
（
深

浦
、
脇
本
、
中
玉
、
大
浜
、
柿
ノ
浦
、
敦
盛
、
岩
水
、
垣
内
、
古
月
、
鯆
越
、
久
良
、
正
木
、
増
田
、
小
山
、
中
川
、

広
見
、
満
倉
、
上
大
道
、
一
本
松
、
越
田
、
船
越
、
久
家
、
樽
見
、
福
浦
、
麦
ヶ
浦
、
弓
立
、
小
浦
、
樫
月
、
下
久

家
、
大
成
川
、
小
成
川
及
び
武
者
泊
に
限
る
。
）
の
区
域

別
表
第
一
第
九
号
中
「
若
松
区
」
を
「
（
若
松
区
」
に
、
「
、
同
市
八
幡
西
区
」
を
「
及
び
八
幡
西
区
」
に
改
め
、
「
か

ら
木
屋
瀬
五
丁
目
ま
で
」
の
下
に
「
、
木
屋
瀬
東
一
丁
目
か
ら
木
屋
瀬
東
四
丁
目
ま
で
」
を
加
え
、
「
、
福
岡
市
」
を
「
に

限
る
。
）
、
福
岡
市
」
に
、
「
飯
塚
市
」
を
「
飯
塚
市
」
に
改
め
、
「
、
山
田
市
、
甘
木
市
」
及
び
「
、
前
原
市
」
を
削

り
、
「
筑
紫
郡
」
を
「
福
津
市
、
う
き
は
市
、
宮
若
市
、
嘉
麻
市
、
朝
倉
市
、
み
や
ま
市
、
糸
島
市
、
那
珂
川
市
」
に
改



め
、
「
、
宗
像
郡
」
、
「
、
糸
島
郡
、
浮
羽
郡
」
及
び
「
、
山
門
郡
、
三
池
郡
」
を
削
り
、
「
字
鷹
巢
原
」
を
「
字
鷹
巣

原
」
に
改
め
、
「
、
字
髙
住
社
鳥
井

」
、
「
、
同
郡
金
田
町
」
及
び
「
、
同
郡
赤
池
町
、
同
郡
方
城
町
」
を
削
り
、

「
及
び
同
郡
赤
村
」
を
「
、
同
郡
赤
村
」
に
改
め
、
「
大
字
内
田
に
限
る
。
）
」
の
下
に
「
及
び
同
郡
福
智
町
」
を
加
え
、

同
表
第
十
号
中
「
大
字
花
月
字
小
石
坂
」
を
「
大
字
花
月
（
字
小
石
坂
」
に
改
め
、
「
字
柳
原
」
の
下
に
「
に
限
る
。
）
」

を
加
え
、
「
大
分
郡
庄
内
町
大
字
阿
蘇
野
」
を
「
佐
伯
市
（
宇
目
、
米
水
津
及
び
蒲
江
に
限
る
。
）
、
竹
田
市
久
住
町
（
大

字
久
住
字
久
住
山
及
び
大
字
有
氏
（
字
九
重
山
、
字
鉢
ノ
久
保
及
び
字
大
船
山
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
由
布
市
（
庄
内

町
阿
蘇
野
」
に
、
「
、
同
郡
湯
布
院
町
大
字
川
西
字
野
稲
、
南
海
部
郡
宇
目
町
、
同
郡
米
水
津
村
、
同
郡
蒲
江
町
、
直
入
郡

久
住
町
（
大
字
有
氏
字
九
重
山
、
字
鉢
ノ
久
保
及
び
字
大
船
山
並
び
に
大
字
久
住
字
久
住
山
」
を
「
及
び
湯
布
院
町
川
西
字

野
稲
」
に
、
「
（
九
重
町
」
を
「
九
重
町
」
に
、
「
に
限
る
。
）
並
び
に
」
を
「
を
除
く
。
）
及
び
同
郡
」
に
改
め
、
「
玖

珠
町
」
の
下
に
「
（
大
字
森
（
字
東
奥
山
、
字
返
事
ヶ
尾
及
び
字
西
奥
山
に
限
る
。
）
、
」
を
加
え
、
「
字
潰
シ
坂
」
を

「
字
潰
レ
坂
」
に
、
「
字
石
垣
ノ
元
」
を
「
字
石
塩
の
元
」
に
、
「
字
内
ヶ
窪
、
字
塚
ノ
脇
」
を
「
字
肉
ヶ
窪
、
字
塚
の

脇
」
に
、
「
字
官
の
上
」
を
「
字
宮
の
上
」
に
改
め
、
「
、
大
字
森
（
字
東
奥
山
、
字
返
事
ヶ
尾
及
び
字
西
奥
山
に
限

る
。
）
」
及
び
「
及
び
日
田
郡
」
を
削
り
、
同
表
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



備
考一

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

二

第
三
号
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
旧
字
と
い
う
名
称
を
含
む
も
の
は
、
当
該
区
域
に
お
い
て
広
く
通
用
し
て
い
る
名

称
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
第
十
一
号
中
「
建
築
基
準
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
」
を
加
え
る
。

（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
二
号
中
「
り
ん
」
を
「
燐
」
に
改
め
る
。

り
ん

第
四
条
の
二
中
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
」
を
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
及
び
窒
素
又
は
燐
の
含
有
量
と

り
ん

し
、
当
該
項
目
ご
と
の
」
に
、
「
当
該
項
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
」
を
「
い
ず
れ
も
次
の
表
の
上
欄
」
に
改
め
、

同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

館
山
市
洲
埼
か
ら
三
浦
市
剱
埼
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海

別
表
第
二
第
一
号
に
掲
げ
る
区
域



域愛
知
県
伊
良
湖
岬
か
ら
三
重
県
大
王
埼
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま

別
表
第
二
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域

れ
た
海
域

和
歌
山
県
日
ノ
御
埼
か
ら
徳
島
県
伊
島
及
び
前
島
を
経
て
蒲
生
田
岬
ま
で
引
い

別
表
第
二
第
三
号
に
掲
げ
る
区
域

た
線
、
愛
媛
県
高
茂
埼
か
ら
大
分
県
鶴
御
埼
ま
で
引
い
た
線
、
山
口
県
特
牛
灯

台
か
ら
同
県
角
島
通
瀬
埼
ま
で
引
い
た
線
、
同
埼
か
ら
福
岡
県
妙
見
埼
ま
で
引

い
た
線
並
び
に
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域

別
表
第
二
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

埼
玉
県
（
熊
谷
市
（
玉
井
、
玉
井
南
一
丁
目
か
ら
玉
井
南
三
丁
目
ま
で
、
新
堀
、
高
柳
、
玉
井
一
丁
目
か
ら
玉
井

五
丁
目
ま
で
、
上
中
条
、
上
奈
良
（
字
小
塚
、
字
下
向
河
原
及
び
字
上
向
河
原
を
除
く
。
）
、
中
奈
良
、
下
奈
良
、

四
方
寺
、
奈
良
新
田
、
東
別
府
、
西
別
府
、
下
増
田
、
別
府
一
丁
目
か
ら
別
府
五
丁
目
ま
で
、
新
堀
新
田
、
拾
六
間

（
字
外
原
を
除
く
。
）
、
美
土
里
町
一
丁
目
か
ら
美
土
里
町
三
丁
目
ま
で
、
妻
沼
、
弥
藤
吾
、
男
沼
、
妻
沼
台
、
出

来
島
、
間
々
田
、
妻
沼
小
島
、
永
井
太
田
、
飯
塚
、
八
木
田
、
道
ヶ
谷
戸
、
上
江
袋
、
原
井
、
市
ノ
坪
、
上
根
、
江



波
、
八
ツ
口
、
善
ヶ
島
、
上
須
戸
、
西
城
、
田
島
、
西
野
、
葛
和
田
、
日
向
、
弁
財
、
大
野
、
俵
瀬
、
妻
沼
東
一
丁

目
か
ら
妻
沼
東
五
丁
目
ま
で
、
妻
沼
中
央
、
籠
原
南
一
丁
目
か
ら
籠
原
南
三
丁
目
ま
で
、
妻
沼
西
一
丁
目
及
び
妻
沼

西
二
丁
目
に
限
る
。
）
、
行
田
市
大
字
北
河
原
、
秩
父
市
吉
田
太
田
部
、
加
須
市
（
飯
積
、
麦
倉
、
柳
生
、
小
野

袋
、
柏
戸
、
向
古
河
、
陽
光
台
一
丁
目
、
陽
光
台
二
丁
目
、
伊
賀
袋
、
駒
場
、
本
郷
及
び
栄
に
限
る
。
）
、
本
庄

市
、
深
谷
市
（
本
田
、
畠
山
、
田
中
、
長
在
家
、
菅
沼
、
瀬
山
、
川
本
明
戸
、
白
草
台
、
武
川
、
武
蔵
野
（
字
新
屋

敷
、
字
西
番
屋
、
字
番
屋
、
字
篠
の
内
、
字
塚
越
、
字
柳
馬
場
、
字
竹
の
内
、
字
大
宿
、
字
一
本
杉
、
字
餓
鬼
塚
、

字
流
、
字
伊
勢
領
、
字
的
場
、
字
下
田
、
字
千
蔵
寺
、
字
櫛
引
及
び
字
水
崎
を
除
く
。
）
、
緑
台
、
小
前
田
、
荒

川
、
黒
田
、
永
田
及
び
北
根
を
除
く
。
）
、
秩
父
郡
皆
野
町
（
大
字
金
沢
（
字
所
沢
、
字
中
東
、
字
水
堺
、
字
柿

篭
、
字
新
平
、
字
妙
部
谷
戸
、
字
小
塚
沢
、
字
指
平
、
字
向
平
、
字
青
柳
、
字
橋
爪
、
字
上
大
平
、
字
大
平
、
字
田

中
入
、
字
塩
入
、
字
草
刈
場
、
字
日
影
勝
負
沢
、
字
岩
鼻
及
び
字
金
山
入
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
、
児
玉
郡
美
里

町
（
大
字
円
良
田
を
除
く
。
）
、
同
郡
神
川
町
、
同
郡
上
里
町
及
び
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
を
除
く
。
）
の
区
域

ロ

千
葉
県
の
区
域
の
う
ち
、
千
葉
市
（
若
葉
区
（
和
泉
町
、
大
井
戸
町
、
大
草
町
、
小
倉
台
六
丁
目
、
小
倉
町
、
御

成
台
一
丁
目
か
ら
御
成
台
四
丁
目
ま
で
、
小
間
子
町
、
金
親
町
、
上
泉
町
、
北
谷
津
町
、
古
泉
町
、
御
殿
町
、
桜
木



一
丁
目
か
ら
桜
木
八
丁
目
ま
で
、
桜
木
北
一
丁
目
か
ら
桜
木
北
三
丁
目
ま
で
、
更
科
町
、
下
泉
町
、
下
田
町
、
高
根

町
、
多
部
田
町
、
旦
谷
町
、
千
城
台
北
一
丁
目
、
千
城
台
東
二
丁
目
か
ら
千
城
台
東
四
丁
目
ま
で
、
富
田
町
、
中
田

町
、
中
野
町
、
西
都
賀
五
丁
目
、
野
呂
町
、
谷
当
町
、
若
松
台
一
丁
目
か
ら
若
松
台
三
丁
目
ま
で
及
び
若
松
町
に
限

る
。
）
及
び
緑
区
（
大
高
町
、
越
智
町
、
上
大
和
田
町
、
下
大
和
田
町
、
高
田
町
、
高
津
戸
町
、
土
気
町
、
平
川

町
、
誉
田
町
二
丁
目
、
小
食
土
町
、
あ
す
み
が
丘
一
丁
目
か
ら
あ
す
み
が
丘
三
丁
目
ま
で
及
び
あ
す
み
が
丘
東
一
丁

目
か
ら
あ
す
み
が
丘
東
五
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
市
川
市
、
船
橋
市
（
二
和
東
一
丁
目
か
ら
二
和
東

六
丁
目
ま
で
、
二
和
西
一
丁
目
か
ら
二
和
西
六
丁
目
ま
で
、
三
咲
町
、
三
咲
一
丁
目
か
ら
三
咲
九
丁
目
ま
で
、
南
三

咲
一
丁
目
か
ら
南
三
咲
四
丁
目
ま
で
、
八
木
が
谷
町
、
高
野
台
一
丁
目
か
ら
高
野
台
五
丁
目
ま
で
、
八
木
が
谷
一
丁

目
か
ら
八
木
が
谷
五
丁
目
ま
で
、
み
や
ぎ
台
一
丁
目
か
ら
み
や
ぎ
台
四
丁
目
ま
で
、
咲
が
丘
一
丁
目
か
ら
咲
が
丘
四

丁
目
ま
で
、
薬
円
台
三
丁
目
、
薬
円
台
四
丁
目
、
習
志
野
一
丁
目
、
習
志
野
三
丁
目
、
高
根
台
一
丁
目
か
ら
高
根
台

七
丁
目
ま
で
、
新
高
根
三
丁
目
か
ら
新
高
根
五
丁
目
ま
で
、
松
が
丘
一
丁
目
か
ら
松
が
丘
五
丁
目
ま
で
、
大
穴
町
、

大
穴
南
一
丁
目
か
ら
大
穴
南
五
丁
目
ま
で
、
大
穴
北
一
丁
目
か
ら
大
穴
北
八
丁
目
ま
で
、
習
志
野
台
一
丁
目
か
ら
習

志
野
台
八
丁
目
ま
で
、
神
保
町
、
大
神
保
町
、
小
室
町
、
小
野
田
町
、
車
方
町
、
鈴
身
町
、
豊
富
町
、
金
堀
町
、
楠



が
山
町
、
古
和
釜
町
、
坪
井
東
一
丁
目
か
ら
坪
井
東
六
丁
目
ま
で
、
坪
井
西
一
丁
目
、
坪
井
西
二
丁
目
及
び
坪
井
町

を
除
く
。
）
、
館
山
市
（
西
川
名
、
伊
戸
、
坂
足
、
小
沼
、
坂
井
、
大
神
宮
、
中
里
、
竜
岡
、
犬
石
、
佐
野
、
藤

原
、
洲
宮
、
茂
名
、
布
沼
、
布
良
、
相
浜
、
畑
及
び
神
余
を
除
く
。
）
、
木
更
津
市
、
松
戸
市
（
金
ケ
作
字
新
木

戸
、
五
香
六
実
（
字
元
山
を
除
く
。
）
、
高
柳
新
田
、
高
柳
、
六
高
台
一
丁
目
か
ら
六
高
台
九
丁
目
ま
で
、
六
実
一

丁
目
か
ら
六
実
七
丁
目
ま
で
、
五
香
一
丁
目
か
ら
五
香
八
丁
目
ま
で
及
び
五
香
南
一
丁
目
か
ら
五
香
南
三
丁
目
ま
で

を
除
く
。
）
、
野
田
市
（
目
吹
（
字
南
大
山
を
除
く
。
）
、
金
杉
（
字
窪
上
及
び
字
道
下
に
限
る
。
）
、
谷
津
字
木

戸
口
、
吉
春
字
木
戸
口
、
蕃
昌
（
字
米

、
字
今
和
泉
、
字
中
窪
及
び
字
大
窪
に
限
る
。
）
、
船
形
（
字
上
原
二

を
除
く
。
）
、
中
里
（
字
西
岸
寺
前
、
字
松
葉
、
字
尾
崎
境
、
字
鶴
ケ
谷
、
字
西
耕
地
、
字
寺
山
、
字
込
角
、
字
光

浄
寺
、
字
五
駄
、
字
扇
田
、
字
宮
田
、
字
香
取
原
及
び
字
椿
谷
を
除
く
。
）
、
長
谷
、
小
山
、
莚
打
、
三
ツ
堀
（
字

笹
久
保
、
字
谷
中
耕
地
、
字
中
屋
敷
、
字
仲
内
、
字
箕
ノ
輪
、
字
鞍
ノ
橋
台
、
字
鞍
ノ
橋
、
字
石
塔
、
字
西
、
字
榎

戸
、
字
小
橋
、
字
灰
毛
、
字
稲
荷
前
、
字
六
畝
及
び
字
小
橋
台
を
除
く
。
）
、
瀬
戸
（
字
蓮
沼
、
字
谷
中
、
字
押
出

し
、
字
塔
ケ
久
保
台
、
字
立
山
、
字
勢
至
、
字
欠
作
、
字
多
良
ノ
木
、
字
土
塔
及
び
字
向
原
を
除
く
。
）
、
木
野
崎

（
字
下
鹿
野
、
字
鹿
野
、
字
上
鹿
野
及
び
字
鹿
野
山
を
除
く
。
）
、
東
宝
珠
花
（
字
川
通
及
び
字
相
耕
地
を
除



く
。
）
、
親
野
井
、
柏
寺
、
木
間
ケ
瀬
、
木
間
ケ
瀬
新
田
、
桐
ケ
作
、
古
布
内
、
関
宿
内
町
、
関
宿
江
戸
町
、
関
宿

江
戸
町
飛
地
、
関
宿
三
軒
家
、
関
宿
台
町
、
関
宿
元
町
、
関
宿
元
町
飛
地
、
関
宿
町
、
中
戸
、
中
戸
谷
津
、
次
木
、

西
高
野
、
新
田
戸
、
は
や
ま
、
東
高
野
、
泉
一
丁
目
か
ら
泉
三
丁
目
ま
で
、
平
成
及
び
な
み
き
一
丁
目
か
ら
な
み
き

四
丁
目
ま
で
を
除
く
。
）
、
習
志
野
市
、
柏
市
（
豊
四
季
（
字
富
士
見
台
、
字
神
山
、
字
向
神
山
、
字
三
角
、
字
向

屋
敷
、
字
鞍
掛
、
字
鞍
林
、
字
笹
原
、
字
新
宿
及
び
字
道
灌
坂
に
限
る
。
）
、
船
戸
（
字
小
船
及
び
字
猪
之
山
に
限

る
。
）
、
船
戸
山
高
野
（
字
大
山
、
字
高
砂
、
字
金
沢
、
字
根
郷
及
び
字
宮
本
に
限
る
。
）
、
大
青
田
（
字
小
渡
、

字
溜
台
及
び
字
東
山
を
除
く
。
）
、
青
田
新
田
飛
地
（
字
元
割
及
び
字
向
割
に
限
る
。
）
、
新
十
余
二
、
柏
イ
ン

タ
ー
東
、
み
ど
り
台
二
丁
目
、
み
ど
り
台
四
丁
目
、
酒
井
根
（
字
下
り
松
及
び
字
大
清
水
に
限
る
。
）
、
中
新
宿
一

丁
目
か
ら
中
新
宿
三
丁
目
ま
で
、
西
山
一
丁
目
、
西
山
二
丁
目
及
び
東
山
二
丁
目
に
限
る
。
）
、
市
原
市
、
流
山
市

（
江
戸
川
台
東
一
丁
目
か
ら
江
戸
川
台
東
三
丁
目
ま
で
、
駒
木
、
駒
木
台
、
青
田
、
十
太
夫
、
美
田
、
東
初
石
一
丁

目
か
ら
東
初
石
四
丁
目
ま
で
、
西
初
石
五
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
北
一
丁
目
か
ら
お
お
た
か
の
森
北
三
丁
目
ま
で
、

お
お
た
か
の
森
西
一
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
西
三
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
西
四
丁
目
、
お
お
た
か
の
森
東
一
丁
目
か

ら
お
お
た
か
の
森
東
四
丁
目
ま
で
及
び
お
お
た
か
の
森
南
一
丁
目
を
除
く
。
）
、
八
千
代
市
（
大
和
田
（
字
上
宿
を



除
く
。
）
、
萱
田
町
字
南
側
、
高
津
、
大
和
田
新
田
字
飯
盛
台
、
村
上
字
五
百
堂
、
下
市
場
一
丁
目
、
勝
田
台
、
勝

田
、
勝
田
台
南
、
八
千
代
台
東
、
八
千
代
台
南
、
八
千
代
台
西
、
八
千
代
台
北
及
び
高
津
東
に
限
る
。
）
、
鎌
ケ
谷

市
（
鎌
ケ
谷
九
丁
目
、
南
鎌
ケ
谷
一
丁
目
か
ら
南
鎌
ケ
谷
四
丁
目
ま
で
、
大
字
道
野
辺
、
東
道
野
辺
一
丁
目
か
ら
東

道
野
辺
七
丁
目
ま
で
、
西
道
野
辺
、
馬
込
沢
、
中
沢
新
町
、
中
沢
（
字
中
ノ
峠
を
除
く
。
）
、
東
中
沢
一
丁
目
か
ら

東
中
沢
四
丁
目
ま
で
、
北
中
沢
二
丁
目
、
北
中
沢
三
丁
目
、
富
岡
三
丁
目
、
く
ぬ
ぎ
山
一
丁
目
か
ら
く
ぬ
ぎ
山
四
丁

目
ま
で
、
道
野
辺
中
央
一
丁
目
及
び
道
野
辺
中
央
三
丁
目
か
ら
道
野
辺
中
央
五
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
、
君
津
市
、

富
津
市
、
浦
安
市
、
四
街
道
市
（
下
志
津
新
田
、
四
街
道
三
丁
目
、
さ
つ
き
ヶ
丘
、
大
日
（
字
中
志
津
、
字
富
士
見

ヶ
丘
、
字
桜
ヶ
丘
及
び
字
大
作
岡
に
限
る
。
）
及
び
鹿
放
ヶ
丘
に
限
る
。
）
、
袖
ケ
浦
市
、
南
房
総
市
（
富
浦
町
居

倉
、
富
浦
町
大
津
、
富
浦
町
多
田
良
、
富
浦
町
手
取
、
富
浦
町
豊
岡
、
富
浦
町
南
無
谷
、
富
浦
町
丹
生
、
富
浦
町
原

岡
、
富
浦
町
深
名
、
富
浦
町
福
澤
、
富
浦
町
宮
本
、
富
浦
町
青
木
、
荒
川
、
市
部
、
犬
掛
、
井
野
、
川
上
、
久
枝
、

検
儀
谷
、
合
戸
、
小
浦
、
高
崎
、
高
崎
竹
内
、
竹
内
、
二
部
、
平
塚
、
平
久
里
下
、
平
久
里
中
、
宮
谷
、
山
田
、
吉

沢
、
明
石
、
池
之
内
、
海
老
敷
、
大
学
口
、
上
滝
田
、
上
堀
、
川
田
、
下
滝
田
、
下
堀
、
千
代
、
府
中
、
増
間
、
三

坂
、
御
庄
、
本
織
、
山
下
、
山
名
、
谷
向
及
び
中
に
限
る
。
）
、
夷
隅
郡
大
多
喜
町
（
粟
又
、
小
沢
又
、
面
白
、
大



田
代
、
筒
森
、
小
田
代
、
葛
藤
及
び
会
所
に
限
る
。
）
及
び
安
房
郡
の
区
域

ハ

東
京
都
（
町
田
市
（
相
原
町
（
殿
丸
及
び
和
田
内
を
除
く
。
）
、
小
川
三
丁
目
か
ら
小
川
六
丁
目
ま
で
、
小
山

町
、
金
森
一
丁
目
か
ら
金
森
七
丁
目
ま
で
、
木
曽
東
一
丁
目
か
ら
木
曽
東
四
丁
目
ま
で
、
木
曽
西
一
丁
目
か
ら
木
曽

西
五
丁
目
ま
で
、
木
曽
町
（
二
号
及
び
五
号
を
除
く
。
）
、
下
小
山
田
町
八
幡
平
、
忠
生
三
丁
目
、
忠
生
四
丁
目
、

鶴
間
一
丁
目
か
ら
鶴
間
八
丁
目
ま
で
、
常
盤
町
、
中
町
一
丁
目
、
中
町
二
丁
目
、
根
岸
一
丁
目
、
根
岸
二
丁
目
、
根

岸
町
、
原
町
田
一
丁
目
か
ら
原
町
田
六
丁
目
ま
で
、
南
つ
く
し
野
一
丁
目
、
南
町
田
一
丁
目
か
ら
南
町
田
五
丁
目
ま

で
、
森
野
一
丁
目
か
ら
森
野
六
丁
目
ま
で
、
矢
部
町
、
小
山
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
小
山
ヶ
丘
六
丁
目
ま
で
及
び
金
森
東

一
丁
目
か
ら
金
森
東
四
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
、
大
島
町
、
利
島
村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、
三
宅
村
、
御
蔵
島

村
、
八
丈
町
、
青
ヶ
島
村
及
び
小
笠
原
村
を
除
く
。
）
の
区
域

別
表
第
二
第
一
号
ニ
中
「
長
井
」
を
「
長
井
一
丁
目
か
ら
長
井
六
丁
目
ま
で
」
に
、
「
林
」
を
「
林
一
丁
目
か
ら
林
五
丁

目
ま
で
」
に
、
「
武
」
を
「
武
一
丁
目
か
ら
武
五
丁
目
ま
で
、
太
田
和
一
丁
目
か
ら
太
田
和
五
丁
目
ま
で
、
荻
野
、
長
坂
一

丁
目
か
ら
長
坂
五
丁
目
ま
で
、
佐
島
一
丁
目
か
ら
佐
島
三
丁
目
ま
で
、
芦
名
一
丁
目
か
ら
芦
名
三
丁
目
ま
で
、
秋
谷
、
秋
谷

一
丁
目
か
ら
秋
谷
四
丁
目
ま
で
」
に
改
め
、
「
、
光
の
丘
」
を
削
り
、
「
湘
南
国
際
村
、
太
田
和
、
荻
野
、
長
坂
、
佐
島
、



芦
名
及
び
秋
谷
」
を
「
湘
南
国
際
村
一
丁
目
か
ら
湘
南
国
際
村
三
丁
目
ま
で
、
光
の
丘
、
佐
島
の
丘
一
丁
目
及
び
佐
島
の
丘

二
丁
目
」
に
、
「
大
字
上
宮
田
」
を
「
上
宮
田
」
に
、
「
字
鹿
穴
（
甲
）
、
字
鹿
穴
（
乙
）
」
を
「
字
鹿
穴
甲
、
字
鹿
穴

乙
」
に
、
「
大
字
菊
名
」
を
「
菊
名
」
に
、
「
大
字
金
田
（
字
大
々
久
保
」
を
「
金
田
（
字
太
々
久
保
」
に
、
「
字
松
塚
」

を
「
字
松
塚
」
に
、
「
大
字
松
輪
（
字
剣
崎
」
を
「
松
輪
（
字
剱
崎
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
イ

岐
阜
県
（
高
山
市
（
久
々
野
町
、
朝
日
町
及
び
高
根
町
を
除
く
。
）
、
中
津
川
市
（
山
口
及
び
馬
籠
に
限

る
。
）
、
飛
騨
市
、
郡
上
市
（
白
鳥
町
石
徹
白
及
び
高
鷲
町
ひ
る
が
の
に
限
る
。
）
及
び
大
野
郡
を
除
く
。
）
の
区

域
ロ

愛
知
県
（
豊
橋
市
（
東
細
谷
町
（
字
十
ヶ
谷
、
字
根
木
谷
、
字
東
畑
及
び
字
旭
島
に
限
る
。
）
、
細
谷
町
（
字
天

神
前
、
字
滝
ノ
谷
、
字
大
定
前
、
字
新
坂
、
字
臍
ノ
谷
、
字
馬
道
口
、
字
土
沢
、
字
近
見
山
、
字
滝
ノ
上
、
字
東
坂

ノ
上
及
び
字
広
谷
に
限
る
。
）
、
小
島
町
（
字
谷
ノ
上
、
字
小
舟
、
字
大
舟
、
字
若
宮
、
字
南
島
、
字
西
中
沢
、
字

南
出
口
、
字
東
浜
、
字
芋
ヶ
谷
、
字
高
橋
、
字
小
判
田
、
字
神
田
、
字
沢
ノ
神
、
字
砂
田
、
字
抱
ノ
木
、
字
宮
ノ

谷
、
字
前
田
、
字
寂
円
、
字
本
田
、
字
前
ノ
谷
及
び
字
西
十
三
本
に
限
る
。
）
、
小
松
原
町
（
字
柄
沢
谷
、
字
浜
、

字
東
ノ
谷
、
字
中
ノ
谷
、
字
西
川
、
字
東
原
及
び
字
中
峠
に
限
る
。
）
、
寺
沢
町
（
字
向
坂
ヶ
谷
、
字
西
ノ
谷
及
び



字
内
原
に
限
る
。
）
、
東
七
根
町
（
字
松
前
、
字
山
頭
及
び
字
暗
リ
谷
に
限
る
。
）
、
西
七
根
町
（
字
南
浜
辺
、
字

東
浜
辺
、
字
北
浜
辺
、
字
谷
合
及
び
字
松
前
谷
に
限
る
。
）
、
高
塚
町
（
字
郷
中
、
字
寒
サ
、
字
西
方
、
字
荒
谷
及

び
字
名
操
に
限
る
。
）
、
伊
古
部
町
（
字
本
郷
、
字
北
椎
ノ
木
谷
、
字
南
椎
ノ
木
谷
、
字
小
鮒
ヶ
谷
、
字
大
欠
、
字

大
塚
、
字
下
り
及
び
字
批
把
ヶ
谷
に
限
る
。
）
、
東
赤
沢
町
（
字
西
方
部
、
字
東
横
根
、
字
茶
ノ
木
、
字
浜
屋
敷
、

字
観
音
堂
及
び
字
西
横
根
に
限
る
。
）
、
西
赤
沢
町
（
字
東
浦
、
字
大
堀
及
び
字
堀
尻
に
限
る
。
）
及
び
城
下
町

（
字
南
方
部
、
字
北
方
部
、
字
築
地
ノ
内
、
字
恵
下
及
び
字
味
噌
川
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
新
城
市
（
池
場

（
字
井
戸
入
、
字
上
貝
津
、
字
池
嶋
、
字
寺
沢
、
字
合
垂
石
、
字
下
日
向
、
字
下
日
陰
及
び
字
渡
津
呂
に
限
る
。
）

に
限
る
。
）
、
田
原
市
（
六
連
町
（
道
盤
、
中
郷
中
、
西
海
岸
、
西
郷
中
、
西
浜
田
、
西
谷
ノ
上
、
浜
田
境
、
浜

辺
、
東
海
岸
、
東
郷
中
、
東
浜
田
、
南
浜
辺
及
び
谷
ノ
上
に
限
る
。
）
、
大
草
町
（
雨
堤
、
高
砂
、
西
辷
り
、
西
ノ

谷
及
び
辷
り
に
限
る
。
）
、
南
神
戸
町
（
荒
子
、
遠
新
田
、
中
浜
辺
、
長
坂
、
東
浜
辺
、
東
屋
敷
、
方
辺
、
本
郷
東

及
び
南
浜
辺
に
限
る
。
）
、
東
神
戸
町
（
井
戸
島
、
三
軒
屋
、
中
島
及
び
南
松
に
限
る
。
）
、
芦
町
（
入
、
郷
津
、

西
浦
、
平
岩
、
前
畑
及
び
芦
西
に
限
る
。
）
、
野
田
町
比
留
輪
、
高
松
町
（
東
原
、
井
戸
屋
、
羽
根
、
中
瀬
古
、
尾

村
崎
、
宮
方
辺
、
西
脇
、
西
山
、
大
荒
古
、
東
島
、
名
幸
、
一
色
、
蟬
ヶ
沢
及
び
弥
八
島
に
限
る
。
）
、
赤
羽
根



町
、
池
尻
町
、
越
戸
町
、
若
見
町
、
亀
山
町
石
堂
山
、
伊
良
湖
町
（
耕
田
、
拾
歩
、
古
婦
下
、
深
田
、
深
田
下
、
赤

土
、
松
葉
田
、
長
池
、
渡
川
、
新
田
、
飛
越
、
白
川
、
萩
山
、
乗
越
、
宮
下
、
古
山
、
吹
埋
及
び
新
瓦
場
を
除

く
。
）
、
日
出
町
（
大
越
、
恋
田
及
び
耕
田
を
除
く
。
）
、
堀
切
町
（
唐
沢
、
下
太
郎
兵
衛
、
寺
左
夕
、
今
田
、
段

留
、
今
田
原
、
大
左
夕
、
左
夕
田
及
び
山
ノ
鼻
を
除
く
。
）
、
小
塩
津
町
（
下
武
者
詰
、
神
子
田
、
大
沢
、
油
田
、

上
馬
越
、
北
原
、
下
馬
越
、
北
田
新
田
、
南
田
新
田
、
下
ダ
レ
及
び
南
原
を
除
く
。
）
、
和
地
町
及
び
西
山
町
石
堂

山
に
限
る
。
）
、
北
設
楽
郡
設
楽
町
（
神
田
、
平
山
及
び
津
具
に
限
る
。
）
、
同
郡
東
栄
町
及
び
同
郡
豊
根
村
を
除

く
。
）
の
区
域

ハ

三
重
県
（
津
市
美
杉
町
太
郎
生
、
名
張
市
、
尾
鷲
市
、
熊
野
市
、
志
摩
市
（
阿
児
町
（
志
島
、
甲
賀
（
字
座
場
、

字
鴨
多
良
、
字
鶴
ケ
岡
及
び
字
大
鹿
谷
を
除
く
。
）
、
国
府
（
字
南
草
を
除
く
。
）
及
び
安
乗
に
限
る
。
）
、
大
王

町
（
波
切
（
字
寺
田
、
字
丸
田
、
字
大
井
、
字
田
神
、
字
老
、
字
砦
、
字
葉
直
、
字
経
塚
、
字
宝
門
、
字
天
白
、
字

今
崎
、
字
西
ノ
岡
、
字
谷
奥
、
字
西
村
、
字
中
村
、
字
小
路
町
、
字
須
場
、
字
石
干
谷
、
字
小
山
、
字
城
山
及
び
字

天
満
に
限
る
。
）
、
畔
名
及
び
名
田
に
限
る
。
）
及
び
磯
部
町
を
除
く
。
）
、
伊
賀
市
、
度
会
郡
（
大
紀
町
錦
及
び

南
伊
勢
町
に
限
る
。
）
、
北
牟
婁
郡
及
び
南
牟
婁
郡
を
除
く
。
）
の
区
域



別
表
第
二
第
三
号
イ
中
「
大
原
（
小
出
石
町
、
百
井
町
、
大
見
町
及
び
尾
越
町
に
限
る
。
）
及
び
久
多
に
限
る
。
）
及
び

伏
見
区
醍
醐
（
一
ノ
切
町
、
二
ノ
切
町
及
び
三
ノ
切
」
を
「
久
多
下
の
町
、
久
多
川
合
町
、
久
多
中
の
町
、
久
多
上
の
町
、

久
多
宮
の
町
、
大
原
小
出
石
町
、
大
原
百
井
町
、
大
原
大
見
町
及
び
大
原
尾
越
町
に
限
る
。
）
、
右
京
区
京
北
上
弓
削
町
八

丁
山
及
び
伏
見
区
（
醍
醐
一
ノ
切
町
、
醍
醐
二
ノ
切
町
及
び
醍
醐
三
ノ
切
」
に
改
め
、
「
京
田
辺
市
」
の
下
に
「
、
南
丹
市

（
日
吉
町
（
胡
麻
、
上
胡
麻
及
び
畑
郷
に
限
る
。
）
及
び
美
山
町
を
除
く
。
）
、
木
津
川
市
」
を
加
え
、
「
、
相
楽
郡
、
北

桑
田
郡
京
北
町
（
大
字
上
弓
削
字
八
丁
山
を
除
く
。
）
、
船
井
郡
園
部
町
、
同
郡
八
木
町
及
び
同
郡
日
吉
町
（
字
胡
麻
、
字

上
胡
麻
及
び
字
畑
郷
を
除
く
。
）
」
を
「
及
び
相
楽
郡
」
に
改
め
、
同
号
ハ
及
び
ニ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

兵
庫
県
（
豊
岡
市
、
丹
波
篠
山
市
（
藤
坂
字
峠
、
栗
柄
（
字
杉
ケ
谷
、
字
定
年
、
字
ユ
リ
ノ
下
、
字
鳥
巣
谷
、
字

定
利
ノ
坪
、
字
ユ
リ
ノ
下
坪
、
字
深
田
ノ
坪
、
字
繁
近
坪
、
字
角
田
ノ
坪
、
字
御
嶽
大
林
及
び
字
籠
畠
坪
に
限

る
。
）
、
川
阪
、
本
郷
、
遠
方
及
び
桑
原
に
限
る
。
）
、
養
父
市
、
丹
波
市
（
氷
上
町
大
崎
、
氷
上
町
北
野
、
氷
上

町
石
生
（
字
足
洗
、
字
尾
張
、
字
水
長
、
字
堺
、
字
澤
、
字
寺
谷
前
、
字
桧
前
、
字
佃
、
字
保
根
通
、
字
梨
尾
田
、

字
北
石
丸
、
字
箱
根
田
、
字
志
金
田
、
字
芝
木
輪
、
字
大
谷
口
、
字
坂
本
、
字
猪
ノ
尾
、
字
唐
洲
、
字
竹
原
、
字
下

久
手
、
字
上
久
手
、
字
梅
ノ
木
薮
、
字
志
原
、
字
安
井
嘉
、
字
豊
畑
、
字
池
ノ
川
、
字
赤
畑
、
字
瀧
山
、
字
杉
ノ



本
、
字
中
道
、
字
立
石
、
字
向
山
、
字
宿
畑
、
字
前
田
及
び
字
瓜
渓
に
限
る
。
）
、
春
日
町
及
び
市
島
町
に
限

る
。
）
、
朝
来
市
（
生
野
町
口
銀
谷
（
字
七
丁
目
、
字
西
山
、
字
古
城
山
及
び
字
城
山
の
下
を
除
く
。
）
、
生
野
町

新
町
、
生
野
町
奥
銀
谷
、
生
野
町
小
野
、
生
野
町
竹
原
野
、
生
野
町
上
生
野
、
生
野
町
黒
川
、
生
野
町
猪
野
々
、
生

野
町
白
口
、
生
野
町
円
山
（
字
口
垣
内
、
字
下
垣
内
、
字
フ
ド
ノ
、
字
中
嶋
、
字
奥
垣
内
及
び
字
屋
敷
に
限

る
。
）
、
生
野
町
真
弓
、
生
野
町
川
尻
及
び
生
野
町
栃
原
を
除
く
。
）
及
び
美
方
郡
を
除
く
。
）
の
区
域

ニ

奈
良
県
（
奈
良
市
（
月
ヶ
瀬
（
石
打
及
び
尾
山
に
限
る
。
）
、
都

南
之
庄
町
（
旧
字
堂
ヶ
平
、
旧
字
嵩
山
、

旧
字
嵩
原
、
旧
字
奥
の
谷
及
び
旧
字
ホ
タ
ガ
山
に
限
る
。
）
、
都

吐
山
町
、
都

こ
ぶ
し
が
丘
、
都

白
石
町

（
旧
字
池
の
谷
、
旧
字
ガ
ン
ダ
ニ
、
旧
字
カ
リ
谷
、
旧
字
混
谷
、
旧
字
シ
ブ
タ
ニ
、
旧
字
坊
谷
、
旧
字
タ
カ
ツ
カ
、

旧
字
畑
谷
、
旧
字
ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
旧
字
ト
ヒ
コ
エ
、
旧
字
カ
モ
リ
下
、
旧
字
カ
モ
リ
、
旧
字
カ
モ
リ
谷
、
旧
字
ス
リ

コ
バ
チ
、
旧
字
中
道
、
旧
字
野
々
神
、
旧
字
赤
坂
、
旧
字
カ
ジ
シ
、
旧
字
ク
ロ
サ
カ
、
旧
字
ゲ
ラ
サ
カ
、
旧
字
多
田

池
の
上
、
旧
字
サ
ウ
ト
キ
、
旧
字
長
尾
、
旧
字
上
田
、
旧
字
墓
ヶ
谷
、
旧
字
ギ
タ
ク
ヨ
、
旧
字
上
ハ
キ
、
旧
字
貝
那

木
及
び
旧
字
子
コ
石
に
限
る
。
）
及
び
小
倉
町
旧
字
イ
ズ
ミ
谷
に
限
る
。
）
、
五
條
市
大
塔
町
、
宇
陀
市
（
大
宇
陀

（
牧
、
栗
野
及
び
田
原
に
限
る
。
）
、
榛
原
（
柳
及
び
角
柄
に
限
る
。
）
及
び
室
生
下
笠
間
字
ダ
イ
バ
ン
ド
を
除



く
。
）
、
山
辺
郡
山
添
村
（
大
字
岩
屋
及
び
大
字
毛
原
に
限
る
。
）
、
宇
陀
郡
、
吉
野
郡
天
川
村
、
同
郡
野
迫
川

村
、
同
郡
十
津
川
村
、
同
郡
下
北
山
村
及
び
同
郡
上
北
山
村
を
除
く
。
）
の
区
域

別
表
第
二
第
三
号
ホ
中
「
有
田
市
」
の
下
に
「
、
紀
の
川
市
、
岩
出
市
」
を
加
え
、
「
、
那
賀
郡
」
を
削
り
、
同
号
ト
か

ら
リ
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ト

広
島
県
（
三
原
市
大
和
町
篠
、
府
中
市
上
下
町
（
上
下
、
深
江
、
二
森
、
小
堀
、
小
塚
及
び
有
福
に
限
る
。
）
、

三
次
市
、
庄
原
市
（
西
城
町
（
平
子
字
丑
之
河
及
び
三
坂
（
字
市
場
、
字
岩
祖
及
び
字
永
金
に
限
る
。
）
に
限

る
。
）
及
び
東
城
町
（
保
田
（
字
長
谷
及
び
字
白
滝
山
に
限
る
。
）
及
び
帝
釈
始
終
字
白
石
を
除
く
。
）
を
除

く
。
）
、
東
広
島
市
豊
栄
町
（
飯
田
及
び
吉
原
に
限
る
。
）
、
安
芸
高
田
市
（
八
千
代
町
（
上
根
（
字
市
裏
、
字
市

表
及
び
字
土
井
に
限
る
。
）
及
び
向
山
に
限
る
。
）
及
び
向
原
町
（
戸
島
（
字
割
石
、
字
八
東
戸
及
び
字
負
根
を
除

く
。
）
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
、
山
県
郡
北
広
島
町
（
後
有
田
、
有
田
、
古
保
利
、
石
井
谷
、
寺
原
、
春
木
、
今

田
、
有
間
、
舞
綱
、
中
山
、
川
戸
、
蔵
迫
、
惣
森
、
川
西
、
川
東
、
壬
生
、
川
井
、
丁
保
余
原
、
新
郷
、
南
方
（
字

上
畑
及
び
字
下
畑
を
除
く
。
）
、
木
次
、
本
地
、
新
氏
神
、
新
都
、
志
路
原
、
上
石
、
下
石
、
海
応
寺
、
高
野
字
大

谷
、
大
塚
、
大
朝
、
田
原
、
筏
津
、
新
庄
、
宮
迫
及
び
岩
戸
に
限
る
。
）
、
世
羅
郡
世
羅
町
（
大
字
別
迫
字
反
田
、



大
字
青
水
（
字
弁
城
を
除
く
。
）
、
大
字
黒
渕
、
大
字
津
口
（
字
野
原
を
除
く
。
）
、
大
字
戸
張
、
大
字
安
田
（
字

水
の
別
を
除
く
。
）
、
大
字
徳
市
、
大
字
小
国
、
大
字
黒
川
、
大
字
中
、
大
字
吉
原
、
大
字
上
津
田
、
大
字
下
津

田
、
大
字
長
田
及
び
大
字
山
中
福
田
に
限
る
。
）
及
び
神
石
郡
神
石
高
原
町
（
古
川
（
字
仁
後
及
び
字
間
谷
に
限

る
。
）
及
び
福
永
（
字
滝
合
及
び
字
見
後
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
区
域

チ

山
口
県
（
下
関
市
（
豊
田
町
（
大
字
杢
路
子
、
大
字
殿
居
、
大
字
佐
野
、
大
字
荒
木
、
大
字
一
ノ
俣
、
大
字
金

道
、
大
字
宇
内
、
大
字
八
道
、
大
字
鷹
子
及
び
大
字
浮
石
に
限
る
。
）
及
び
豊
北
町
（
大
字
神
田
上
、
大
字
神
田

（
神
田
特
牛
地
区
、
神
田
堀
越
地
区
、
神
田
鳴
滝
地
区
、
神
田
荒
田
地
区
及
び
神
田
大
川
地
区
に
限
る
。
）
、
大
字

北
宇
賀
（
北
宇
賀
上
畑
地
区
及
び
北
宇
賀
下
畑
地
区
を
除
く
。
）
及
び
大
字
矢
玉
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
、
山
口

市
（
阿
東
生
雲
東
分
、
阿
東
篠
目
、
阿
東
生
雲
西
分
、
阿
東
生
雲
中
、
阿
東
蔵
目
喜
、
阿
東
地
福
上
、
阿
東
地
福

下
、
阿
東
徳
佐
上
、
阿
東
徳
佐
中
、
阿
東
徳
佐
下
、
阿
東
嘉
年
上
及
び
阿
東
嘉
年
下
に
限
る
。
）
、
萩
市
、
長
門
市

（
渋
木
大
垰
区
及
び
俵
山
を
除
く
。
）
、
美
祢
市
美
東
町
赤
山
中
区
及
び
阿
武
郡
を
除
く
。
）
の
区
域

リ

徳
島
県
（
海
部
郡
（
美
波
町
赤
松
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
の
区
域

別
表
第
二
第
三
号
ル
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



ル

愛
媛
県
（
宇
和
島
市
（
三
間
町
及
び
津
島
町
（
御
内
、
槇
川
及
び
下
畑
地
（
上
槙
上
及
び
上
槙
下
に
限
る
。
）
に

限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
上
浮
穴
郡
、
喜
多
郡
内
子
町
中
川
、
北
宇
和
郡
及
び
南
宇
和
郡
愛
南
町
（
深
浦
、
脇
本
、

中
玉
、
大
浜
、
柿
ノ
浦
、
敦
盛
、
岩
水
、
垣
内
、
古
月
、
鯆
越
、
久
良
、
正
木
、
増
田
、
小
山
、
中
川
、
広
見
、
満

倉
、
上
大
道
、
一
本
松
、
越
田
、
船
越
、
久
家
、
樽
見
、
福
浦
、
麦
ヶ
浦
、
弓
立
、
小
浦
、
樫
月
、
下
久
家
、
大
成

川
、
小
成
川
及
び
武
者
泊
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
区
域

別
表
第
二
第
三
号
ヲ
中
「
か
ら
木
屋
瀬
五
丁
目
ま
で
」
の
下
に
「
、
木
屋
瀬
東
一
丁
目
か
ら
木
屋
瀬
東
四
丁
目
ま
で
」
を

加
え
、
「
字
鷹
巢
原
」
を
「
字
鷹
巣
原
」
に
改
め
、
「
、
字
髙
住
社
鳥
井

」
を
削
り
、
同
号
ワ
中
「
佐
伯
市
」
の
下
に

「
（
宇
目
、
米
水
津
及
び
蒲
江
を
除
く
。
）
」
を
、
「
竹
田
市
」
の
下
に
「
（
久
住
町
（
大
字
久
住
字
久
住
山
及
び
大
字
有

氏
（
字
九
重
山
、
字
鉢
ノ
久
保
及
び
字
大
船
山
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
西
国
東
郡
」
を
「
豊

後
大
野
市
、
由
布
市
（
庄
内
町
阿
蘇
野
（
字
西
大
原
及
び
字
大
原
に
限
る
。
）
及
び
湯
布
院
町
川
西
字
野
稲
を
除
く
。
）
、

国
東
市
」
に
改
め
、
「
、
大
分
郡
野
津
原
町
、
同
郡
挾
間
町
、
同
郡
庄
内
町
（
大
字
阿
蘇
野
（
字
西
大
原
及
び
字
大
原
に
限

る
。
）
を
除
く
。
）
、
同
郡
湯
布
院
町
（
大
字
川
西
字
野
稲
を
除
く
。
）
、
北
海
部
郡
、
南
海
部
郡
（
宇
目
町
、
米
水
津
村

及
び
蒲
江
町
を
除
く
。
）
、
大
野
郡
、
直
入
郡
荻
町
、
同
郡
久
住
町
（
大
字
有
氏
（
字
九
重
山
、
字
鉢
ノ
久
保
及
び
字
大
船



山
に
限
る
。
）
及
び
大
字
久
住
字
久
住
山
を
除
く
。
）
、
同
郡
直
入
町
」
を
削
り
、
「
、
同
郡
玖
珠
町
（
」
を
「
及
び
同
郡

玖
珠
町
（
大
字
森
（
字
東
奥
山
、
字
返
事
ヶ
尾
及
び
字
西
奥
山
に
限
る
。
）
、
」
に
、
「
字
辰
ケ
鼻
」
を
「
字
辰
ヶ
鼻
」

に
、
「
字
潰
シ
坂
」
を
「
字
潰
レ
坂
」
に
、
「
字
石
垣
ノ
元
」
を
「
字
石
塩
の
元
」
に
、
「
字
内
ヶ
窪
、
字
塚
ノ
脇
」
を

「
字
肉
ヶ
窪
、
字
塚
の
脇
」
に
、
「
字
官
の
上
」
を
「
字
宮
の
上
」
に
改
め
、
「
、
大
字
森
（
字
東
奥
山
、
字
返
事
ヶ
尾
及

び
字
西
奥
山
に
限
る
。
）
」
及
び
「
、
下
毛
郡
及
び
宇
佐
郡
」
を
削
り
、
同
表
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考一

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

二

第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
旧
字
と
い
う
名
称
を
含
む
も
の
は
、
当
該
区
域
に
お
い
て
広
く
通
用
し
て
い
る

名
称
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

別
表
第
三
第
二
十
一
号
中
「
燐
酸
質
肥
料
製
造
業
」
を
「
り
ん
酸
質
肥
料
製
造
業
」
に
改
め
る
。

り
ん

附

則

（
施
行
期
日
）



第
一
条

こ
の
政
令
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施

行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
」

と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
総
量
削
減
基
本
方
針
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日

（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
以
下
「
新
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二
第
三
号
に
掲
げ
る
区
域

に
つ
い
て
化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
総
量
削
減
基
本
方
針
が
新
た
に
定
め
ら

れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
総
量
削
減
基
本
方
針
と
み
な
す
。

２

改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
水
質
汚
濁
防
止
法
（
以
下
「
読

替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
総
量
削
減
計
画
は
、
施

行
日
以
後
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
別
表
第
二
第
三
号
に
掲
げ

る
区
域
に
つ
い
て
化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
総
量
削
減
計
画
が
新
た
に
定
め



ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
総
量
削
減
計
画
と
み
な
す
。

３

改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
総
量
規

制
基
準
は
、
施
行
日
以
後
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
別
表
第
二

第
三
号
に
掲
げ
る
区
域
に
つ
い
て
化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
同
項
の
総
量
規
制
基
準
が
新
た
に

定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
総
量
規
制
基
準
と
み
な
す
。

第
三
条

改
正
法
の
施
行
前
に
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
（
読
替
え
後
の
水

質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
排
出
水
の
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る

排
水
系
統
別
の
汚
染
状
態
及
び
量
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た

届
出
と
み
な
す
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
に
よ
り
新
た
に
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
内
事
業
場
と
な
っ
た
工

場
又
は
事
業
場
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
地
域
内
事
業
場
で
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

施
行
日
前
に
開
始
し
た
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
に
係
る
結



果
の
記
録
及
び
保
存
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
に
係
る
結
果
の
記
録
及

び
保
存
と
み
な
す
。

４

改
正
法
の
施
行
前
に
読
替
え
後
の
水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
は
、
水
質
汚
濁
防
止

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

第
四
条

施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。





理

由

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
指
定
水
域
と
し

て
瀬
戸
内
海
を
、
指
定
地
域
と
し
て
瀬
戸
内
海
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


